
マルチメディアとネットワークによる情報教育環境の構築事例

電子情報学科村上裕史・内藤一郎・川島光郎・清水豊・高橋秀知

要旨：聴覚部電子情報学科での情報処理教育において，マルチメディアとネットワークを活用した計算機シ

ステムを構築したので報告する。これは，聴覚障害学生の情報処理教育を念頭に置き，視覚情報メディアを十

分に活用したシステムで，コンピュータ・リテラシー教育やプログラミング言語教育等に利用する目的で導入

きれた。これらに関して，導入の経過や利用状況について報告し，今後の利用形態の展開についても考察する。

２．導入目的

前述のように，前期の教育用計算機システムは，汎用

計算機を中心とし，パソコンを端末機とするホスト集中

型システムであった。この計算機システムでは，汎用計

算機を利用して‘ＦＯＲＴＯＲＡＮ,言語の教育を行い，

汎用計算機から切り離したパソコン単体では‘ＢＡＳＩ

Ｃ，と‘Ｃ’の言語教育実習に利用して来た。しかし，

汎用計算機のフルスクリーンエディタは，開発年代が古

いので操作』性が悪く，最近のパソコンやワープロを使い

慣れてる学生には，コマンド体系が異なるので使いにく

い様子であった。また，コンピュータ利用の経験の少な

い学生では，エディタの使い方で引っかかり，プログラ

ムを入力する段階で大きな壁にぶつかり，本来のプログ

ラミング教育に到達するまでに，多くの労力を必要とし

てしまった。また，パソコン単体で行っていた言語教育

も，キャラクターベースのＭＳ－ＤＯＳ環境では，ファ

イル構造やカレントディレクトリ等のコンピュータが持

つ特殊な環境が，なかなか理解できない状態であった。

これらの反省から，以下のような効果を期待して第２

期の教育用計算機システム構成を構築した。

１．はじめに

聴覚部電子情報学科の教育用計算機システムは，約４

年毎に更新を行い，平成７年３月中旬より第２期目が稼

働を開始した。第１期の計算機システムは，汎用計算機

を中心に，パソコンを端末としたホスト集中型の計算機

システムで，ネットワーク的に見てもスター型ネットワー

クであった。

今回の更新では，ダウンサイジング及びグラフィック

インターフェースの普及を考慮して，ネットワークによ

り相互に接続された，ワークステーションとパソコンか

ら構成きれる分散型システムに移行した。

今回の第２期教育用計算機システムは，次の３種類の

システムから構成されている。

（１）ワークステーションによる

「ＵＮＩＸシステム」

（２）ＤＯＳ／Ｖマシンによる視覚メディアを

利用した「Ｗｉｎｄｏｗシステム」

（３）ラップトップマシンによる

「無線ＬＡＮによるネットワークシステム」

（１）ウインドウ環境の導入。

学生がコンピュータを操作する時に，最初に接するも

のなのでできる限り「壁」の低いものを選定した。ウィ

ンドウシステムを採用することにより，視認性が良く，

オブジェクトの機能が直感的に理解可能なインタフェー

スが提供できるるので，当システムに最適であると判断

した。

（ｌ）は，画像処理実習やＵＮＩＸ環境，ネットワー

ク環境などの修得を目標としたＵＮＩＸシステムで，

（２）は，聴覚障害学生への情報処理教育に，様々な視

覚情報メディアを積極的に活用したＷｉｎｄｏｗシステ

ムである。（３）iは，ノート型パソコンと無線ＬＡＮを

組み合わせた可搬型ネットワークシステムで，実験室や

講義室などの様々な利用環境からの使用が可能なように

考慮したシステムである。

本稿では，主に（２）について，導入の経過・利用状

況・今後の利用形態の展開について報告し，（１）に関

しては必要に応じて解説を加える。また，（３）に関し

ては別稿にて報告するので，そちらを参照きれたい。

（２）ネットワーク環境の導入。

前述のように当教育用計算機システムは，三つのグルー

プで構成されており，相互の資源を有効に利用（教材の

共用，教室や学生数の変更への対応等後述）するために

はネットワーク環境の導入が必須である。また，ネット
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ワーク環境は，今後益々重要となる分野であるので，こ

の環境を学生に提供し理解・体得きせることは大変有意

義である。

らグラフィックベースのインタフェース（ＧＵＩ）ヘの

移行」とした。また，ＧＵＩの機能を十分に発揮できる

ように，多数の視覚メディアを導入した。

今期の教育用計算機システムの全体構成図を，図－１

に，各緒元を付録に示す。各システムの物理的な配置は，

ＵＮＩＸシステムとＷｉｎｄｏｗシステムが４階，無線

ＬＡＮシステムが５，６階に分散している。また，これ

らは，学内ネットワークにより相互に接続ざれ利用する

ことが可能である。

このシステムの大きな特徴の一つは〉豊富な視覚的メ

ディアをＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ上で利用できることである。

これは，授業の中で参考資料を学生に提示する場合，コン

ピュータの操作と，資料の参照（参考プログラムリストの

提示等）を交互に行う必要があり，両者が同一画面上に提

示されていた方が，学生の負担が軽減されるであろうとい

う，着想によるものである。また，教材作成においても，動

画映像のデジタル化や，プレゼンテーションソフトの利用

等，様々なメディアに対応できるシステムとなっている。

（３）ＵＮＩＸシステムとの連携。

ＵＮＩＸシステムへの入門部分では，ビデオ教材との

連携を想定し，また，画像処理実習では，処理装置環境

の相違による，応答速度の体感等を考慮して，ＵＮＩ

ＸシステムとＷｉｎｄｏｗシステムでの相互乗り入れを

考慮した。

（４）プリンタ・ファイル共用環境の導入

ＵＮＩＸシステム上では，プリンタやファイルの共用

環境は良く使われているので，この環境をＷｉｎｄｏｗ

システムに拡張するため，ＮｅｔＷａｒｅによるプリン

タ・ファイル共用を導入することとした。

（５）言語教育環境の継続。

基本的には，前システムで行っていた授業は全て引き

継ぐ事になっているので，各授業を担当されている先生

の負担を最小限にするように，使用環境の前調査を十分

行った。具体的には，Ｃ言語とＢＡＳＩＣについては，

学年次の経過に伴う，言語環境の統一性を考慮してＷｉ

ｎｄｏｗシステム上へ導入した。ＦＯＲＴＯＲＡＮ言語

については，コンピュータ資源の負荷バランスと応答処理

速度の向上を期待して，ＵＮＩＸシステム上へ導入した。

画像入力ソースとしては，

◆ＴＶ画像

（構内ＣＡＴＶ映像）

◆ＶＴＲ画像

（字幕付ビデオ等の再生）

◆実物投影装置画像

（コピーできない教材の提示）

◆教師用ＣＲＴ画像

（プレゼンテーションソフト等の実行画面）

がある。これらの機器の接続形態を図－２に示す。

3．システムの特徴

このような導入背景から今回の更新の基本方針は，

｢キャラクターベースのインターフェイス（ＣＵＩ）か

４．システムの利用状況

このシステムの利用例として，ビデオ教材を利用した

痔
学生用パソコン舅

…
…
舅

出
実物投影装置画像

鬘
教師用CRT画像

入力切替器

図２入力ソース接続図図１電子情報学科教育用計算機システム
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「ＵＮＩＸシステムの入門授業」を紹介する。この授業

は言語実習で授業の目的は「ＦＯＲＴＯＲＡＮ言語によ

る数値解析」であるが，ＦＯＲＴＯＲＡＮ言語はＵＮ

ＩＸ環境で使用するので，先ずＵＮＩＸシステムをある

程度操作できるようになる必要がある。そこで，このシ

ステムをＵＮＩＸ操作学習の導入部分に活用した。

まず，授業の進め方としては，「基本的な利用方法を

提示して，それを学生が反復し，提示教材と同様（又は

異なる）の結果を得る」とした。教材となるビデオは，

聴覚部の図書館から字幕付ビデオ（ＵＮＩＸ入門）を借

用しこれを使用した。このビデオ映像を，ＤＯＳ／Ｖ計

算機のディスプレイ上に表示し，その同一画面の隣に，

ＵＮＩＸシステムに接続されたウインドウを表示し，ビ

デオに示きれた操作を反復できる環境を提供している

（図－３参照)。

授業は，週２コマで５週連続で行った。最初の２週間

を使ってＵＮＩＸシステムの基礎知識に関する講義を行

い，後半３週間に実習を行った。講義の中でビデオ教材

を使うときは，全員が－台のテレビを見るのではなく，

各自のディスプレイ上に表示されているビデオウインド

ウを見る形で進めた。実習では，前述のように教材ビデ

オとＵＮＩＸ画面とを交互に見比べながら，各自がＵＮ

ＩＸシステムの応答を確認した。

今回の導入では，今までに言語実習を担当されている

教官の意見を中心にシステムの導入を進めてきた。しか

し，稼働後の利用状況を見ると，今まではあまり利用き

れていなかった教官からの利用もあり，現在では，統計

処理関連ソフト等を追加して，運用している。

また，今後社会的に大きな発展が予想されるネットワー

ク利用に関しては，当初の目的である，プリンタとファ

イル共用は達成されたが，「ｗｗｗ｣，「メール環境」や

「寄宿舎からのアクセス」等まだ整備して行かなければ

ならない課題が山積している。

！付録

システム緒元

ＵＮＩＸシステム

ハードウエア

Ｓｕｎ４／１０

（ＭＭ：９６ＭＢ，ＨＤ：４．２ＧＢ）ｘ２台

Ｓｕｎ４／５

（ＭＭ：３２ＭＢ，ＨＤ：５３５ＭＢ）ｘ１０台

ソフトウエア

日本語Ｓｏｌａｒｉｓ２３

ＸｗｉｎｄｏｗＳｙｓｔｅｍ

Ｃ言語

ＦＯＲＴＲＡＮ９０

ＤＯＳ／Ｖシステム

ハードウエア

ｆｍＶ４６６Ｄ２

（ＭＭ：３６ＭＢ，ＨＤ：２ＧＢ）ｘ２台

ｆｍＶ４６６Ｄ２

（ＭＭ：１６ＭＢ，ＨＤ：５３０ＭＢ）ｘ13台

ソフトウエア

ＤＯＳ／Ｖ６．２．ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓａｌ

Ｘ－ＶｉｓｉｏｎＷａｒｅ５・Ｏ

ＮｅｔＷａｒｅ３１２Ｊ

ＣＯＢＯＬ８５

ＢｏｒｌａｎｄＣ＋＋３．１

ＢＡＳＩＣ／９８

ＶｉｄｅｏｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓ１．１

Ｐａｒａｄｏｘ４．５Ｊ

ＳＰＳＳＲ６・ＯＪ

ＴｈｅＤＥＳＩＧＮＣＥＮＴＥＲ

ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＷｏｒｄ

ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＥｘｃｅｌ

ＭＩＦＥＳｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓ

Ｓ－ＰＵＬＵＳ

ＳｉｍｓｃｒｉＰｔ

６．

５．今後の展望と課題

この報告書の作成時点まででは，入力メディアとして

はビデオだけの利用報告であったが，今後はより多くの

メディアとして，デジタルカメラによる静止映像教材や

デジタルムービーによる動画教材などを利用できる環境

を整備していきたいと考えている。また，授業のソフト

面では，既製のビデオ教材ではなく自主制作の教材の開

発が今後の課題として考えられる。

図３学生画面
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